
【はじめに】寄生虫症は新興・再興感染症と言われ国内で

の発生に加え、国際交流により様々な寄生虫が持ち込まれ

ている現状があり、寄生虫検査に求められるものは増して

いると言える。今回、我々（社）日本臨床衛生検査技師会

中部圏支部臨床一般部門では令和 3年 1月に寄生虫検査の
現状を調べ、今後の活動に役立てる目的でアンケートを実

施したので報告する。

【方法】中部圏支部から圏内 6県の技師会に対しアンケー
トの依頼をし、各県技師会から会報や電子的な方法などに

より各施設に回答を依頼した。回答はインターネット上に

て行う形式とし、Googleフォームを用いて基本的な内容に
対しては選択肢を作り、施設の状況に合う選択肢がない場

合は自由回答出来る形で回答を求めた。

【結果】中部圏支部 6県の 163施設より有効回答があった。
ここでは概要のみを示す。1）寄生虫検査の実施について、
実施 125施設 76.7％、未実施 38施設 23.3％であった。2）
検査体制について、自施設 14施設 11.2％、自施設+専門機
関 64施設 51.2％、外注 37施設 29.6％であった。3）年間の

糞便検査の依頼数については 0件 15施設 13.16％、1～
10件 62施設 54.39％、11～20件 13施設 11.40％、21～
100件 15施設 13.16％、100～1000件 6施設 5.26％、
1000件以 3施設 2.63％であった。4）寄生虫検査で困って
いることについては、あるとした施設が 71施設あり、内訳
として（自由回答の為大別）検査が実施できる技師の不足

8施設 11.3％、知識・経験の不足による不安 46施設 66.2％、
教育に対する不安 5施設 7.0％などの回答があった。
【考察】1）検査は回答施設の 78.5％が実施していた。2）
検査体制は自施設で検査を行っている施設が 65.6％あり多
くの施設で検査が行われていた。3）依頼が年間で 0から
10件と少ない施設が 67.55％と多く、依頼数が少ない実態
が分かった。4）寄生虫検査で困っていることでは、72施
設があると回答し、実施できる技師の不足、知識・経験の

不足、教育に対する不安など多くの施設で不安を抱いてい

ることが分かった。本アンケートの結果を受け、今後の支

部部門としての活動を検討していきたい。　　　　　　　　
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